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1.まえがき 

我が国では，GIS（Geographics Information System：地理情報システム）の基盤となる電子国土が構築さ
れつつある 1)．そのため，国土の重要な社会基盤である道路を計画・調査・設計・施工・維持管理する上で行

われる測量は，電子国土のもとで，合理化・改変されるべきである．国土交通省は，公共測量作業規程に基づ

いた成果品の電子納品について測量成果電子納品要領（案）2)を策定した．しかし，電子国土を想定した道路

の測量業務については未検討である． 
本研究では，道路を対象とし，電子国土を活用した合理的な測量業務を提案する．そして，詳細設計におい

て必要な路線測量のデータを定義するデータモデルを構築する．また，電子国土に反映させるために必要な詳

細設計のデータを定義するデータモデルを構築する．最後に，測量計画機関や設計者がデータモデルを容易に

把握するために，メタデータを定義する． 
2.電子国土を想定した測量業務 

現在，国土交通省が管轄する道路の計画・調査・設計における測量業務は，以下の工程に従い行われる． 

1. 既存の地形図を用いてルート構想を行う． 
2. 空中写真測量を行い，縮尺が 1/5,000，1/2,500の航測図を作成し，コントロールポイントや路線選定上
の制約条件など多くの面からの比較検討を行い，最適ルートの抽出を行う（概略設計）． 

3. 縮尺が 1/1,000の航測図を空中写真測量により作成し，道路中心線を決定する（予備設計）． 
4. 現地で路線測量を行い，高精度の地形データを取得し，道路の全ての外郭線を決定する（幅杭設計）． 
しかし，2500レベルの空間データの精度（平面位置の標準偏差が 1.75m以内）を持つ電子国土を国土地理

院が構築することを想定した場合，完全性（データの漏れや過剰）や時間正確度（電子国土の更新年月日）な

ど地理情報標準で定義されている品質を確保したデータが存在しさえすれば，空中写真測量を行う必要はなく

なる．予備設計では，平面位置の標準偏差が 0.70m以内，かつ，標高点の標準偏差が 0.33m以内の精度が要
求されるため，再測が必要になる．各設計業務に対する，現状の測量および図面の縮尺と 2500レベルの電子
国土を想定した測量とを比較すると表－1のようになる． 
 

表－1 現在行われている測量と電子国土を想定した測量の比較 
 

設計業務レベル 現在行われている測量 使用する縮尺 電子国土を想定した測量 

ルート構想 なし（既存の地形図を利用） 1/25,000，1/50,000 なし（電子国土を利用） 

ルート検討（概略設計 A） 航空写真測量 1/5,000 なし（電子国土を利用） 

ルート検討（概略設計 B） 航空写真測量 1/2,500 なし（電子国土を利用） 

予備設計 航空写真測量 1/1,000 空中写真測量（再測が必要）

幅杭設計 路線測量 作業により異なる 路線測量 
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3.路線測量におけるデータモデル 
路線測量におけるデータを電子データとして交

換・共有・再利用するためには，旧来の作業方法に

則った測量成果を改めるべきである．そのため，詳

細設計で必要な路線測量のデータを定義する必要が

ある．本研究では，データの構造および形式を定義

したデータモデルを構築する．そして，データの永

続性を確保するため，LandXML スキーマを利用し
て，定義したデータを標準化する．LandXML は，
各 測 量 に お け る デ ー タ の 構 造 を W3C の

XMLSchema を用いて定義し，XML フォーマット
で実装する． 
詳細設計で必要とする路線測量のデータと

LandXML の主要な項目を比較すると表－2 のよう
になる．LandXML はデータの重複が無いため，従
来の成果品において重複していた作業名などは一回

だけ定義する． 
4.電子国土に反映すべきデータの定義 
詳細設計において作成された図面は，設計変更がない限り，道路の完成時に電子国土へ反映されるべきであ

る．そのため，詳細設計におけるデータの内，電子国土の修正に必要とされるデータを定義する必要がある．

本研究では，電子国土の修正に必要なデータの構造と形式を定義するデータモデルを構築する．また，データ

モデルの永続性を確保するため，地理情報の国際標準に取り組む ISO/TC211の成果を翻訳した地理情報標準
1.2版 3)の空間スキーマを遵守し，標準化する． 
電子国土の空間データとして必要とされる道路のデータは，文献 4)によると，基準点，道路中心線，道路

の外郭線，そして，切土・盛土により地形が変化した場合はコンターである．これらを空間スキーマを利用し

て定義する．定義するための方法は，既に著者ら 5)が提案している． 
5.メタデータの定義 

本研究のデータモデルは膨大な構造のため，測量計画機関や設計者は，データモデルを理解することが困難

である．そのため，測量計画機関や設計者がデータモデルを容易に把握できる仕組みを構築する必要がある．

本研究では，メタデータを定義することでデータモデルの構造を項目単位でパッケージ化する．メタデータは

データの永続性を確保するため，地理情報標準の日本版メタデータプロファイル（JMP1.1a）のレベル 2 を
遵守し，標準化する． 
6.あとがき 

本研究では，電子国土を活用した道路の合理的な測量業務を提案した．そして，詳細設計で必要な路線測量

のデータおよび電子国土へ反映すべき詳細設計のデータを定義したデータモデルを構築した．さらに，測量計

画機関や設計者がデータモデルを容易に把握するためのメタデータを定義した．詳細は講演会当日に述べる．

本研究は，関西大学工業技術研究所ライフサイクルエンジニアリング研究グループの補助を受けた． 
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表－2 路線測量のデータと LandXML の比較 
 

路線測量 LandXML 

作業名 Project 

座標系（世界測地系） CoordinateSystem 

単位（SI単位） Unit 

基準点 CgPoint 

測定値 Survey 

用地データ Parcel 

道路中心線の線形データ Alignment 

幾何形状の座標リスト CoordGeom 

横断データ CrossSect 

地形モデル Surface 
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